
倫 理 授 業 N o . 3 9

② [ １ ]主 義

… 普 遍 的 ・ 客 観 的 真 理 よ り も を 重 視 し 「 今 、 こ こ 」 を 生 き る 現 実 的 ・ 具 体[ ２ ] 的 真 理 、

個 別 的 （ 自 分 な ら で は ） で 一 回 的 （ 今 だ け ）

的 な 個 別 者 と し て の 在 り 方 （ ＝ ） を 大 切 に す る[３ ]

c f . 現 代 社 会 の 非 人 間 性 が 背 景 e x . 平 均 的 で 画 一 的 。 組 織 の 「 歯 車 」 化

( 1 ) 有 神 論 的 実 存 主 義

１ （ 1 9Ｃ 、 ﾃ ﾞ ﾝ ﾏ ｰ ｸ （ ）[４ ] [ ５ ]に 至 る 病） 『 』

実 存 の 三 段 階＿

Ｈ ： （ 享 楽 的 に 生 き る ） … 「 あ れ も 、 こ れ も 」 → む な し さ で 絶 望[６ ]的 実 存

Ｓ ： （ 道 徳 的 に 生 き る ） … 「 あ れ か 、 こ れ か 」 → 限 界 に ぶ つ か り 絶 望[７ ]的 実 存

Ｊ ： （ 信 仰 に 生 き る ） … 神 の 前 の と し て 生 き る[８ ]的 実 存 [９ ]者

２ （ 1 9・ 2 0 Ｃ 、 独 ）ヤ ス パ ー ス

ａ （ e x . 死 ・ 苦 し み ） に ぶ つ か り 挫 折 ・ 絶 望[ 1 0 ] 状 況

→ 自 己 の 有 限 性 を 自 覚 → 包 括 者 ＝ 超 越 者 （ 神 ） を 感 得

ｂ … 愛 し な が ら の 闘 い e x . 私 の 敵 こ そ が 私 を 誰 よ り も 理 解 す る 者実 存 的 [ 1 1 ]

( 2 ) 無 神 論 的 実 存 主 義

１ （ 1 9Ｃ 、 独 （ ）[ 1 2 ] [ 1 3 ] （ は か く 語 り き） 『 ）』

a … キ リ ス ト 教 を と し て 否 定「 [ 1 4 ] は 死 ん だ 」 奴 隷 道 徳

受 動 的 ニ ヒ リ ズ ム （ ＝ ネ ガ テ ィ ヴ な ニ ヒ リ ズ ム ）

ｂ … と し て の に 生 き 、[ 1 5 ] 主 人 道 徳 （ 英 雄 道 徳 ） [ 1 6 ] へ の 意 志

能 動 的 で 「 善 悪 の 彼 岸 」 に あ る[ 1 7 ] （ ＝ ポ ジ テ ィ ヴ な ニ ヒ リ ズ ム ）

虚 無 （ ニ ヒ ル ） を 徹 底 す る こ と に よ り そ れ を 克 服 す る こ と 善 と 悪 を 超 越 し た 段 階

新 し い 価 値 を 創 造 す る 「 新 し き 人 」

永 劫 回 帰 [ 1 8 ] 愛ｃ と
え い ご う

… 「 意 味 ・ 目 的 の 無 い 繰 り 返 し ＝ 人 生 の 現 実 」 を 積 極 的 に 引 き 受 け る 生 き 方

e x . 「 な ん て 辛 い 人 生 。 で も こ の 人 生 は 、 何 度 で も 繰 り 返 し て 生 き る 価 値 が あ

る 」

… 「 自 分 な ら で は 」 で 「 今 だ け 」 の 生 に こ そ 価 値 が あ る 。 そ れ が 幸 福 な ら

ば そ れ に こ し た こ と は な い が 、 た と え そ れ が 不 幸 で あ っ た と し て も 。

だ か ら 、 そ れ を 永 劫 に 繰 り 返 す こ と ＝ 逃 れ ら れ な い 自 分 の 運 命 を 愛 す る

こ と こ そ が 人 間 的 に 生 き る と い う こ と 。

M E M O e t c .


